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友
の
会
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

一
等
陸
佐

谷

川

拓

美

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸

官
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
友

の
会
会
員
の
皆
様
そ
し
て
「
か
け

は
し
」愛
読
者
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
し
て
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
平
素
よ
り
中
部
方
面

混
成
団
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
は
、
二
十

年
三
月
末
に
発
足
し
て
か
ら
二

年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
第

二
教
育
団
の
輝
か
し
い
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
新
た
に
第
四
十
七

普
通
科
連
隊
を
隷
下
に
加
え
て

歩
み
出
し
た
二
年
間
で
あ
り
ま

し
た
が
、
方
面
隊
唯
一
の
陸
曹
・

陸
士
の
教
育
専
任
部
隊
と
し
て
、

ま
た
、
常
備
自
衛
官
の
み
な
ら

ず
即
応
予
備
自
衛
官
や
予
備
自

衛
官
補
等
の
「
人
」
を
育
て
る
部

こ
の
厳
し
い
時
代
に
相
応
し
い

資
質
・識
能
を
有
す
る
陸
曹
・

陸
士
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
教
育
の
成

否
は
国
内
外
で
活
躍
す
る
第
一

線
部
隊
の
各
種
行
動
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。中

部
方
面
混
成
団
は
、
こ
れ

か
ら
も
強
い
心
を
持
ち
、
基
本
・

基
礎
を
身
に
つ
け
た
部
隊
に
お

い
て
真
に
役
立
つ
隊
員
を
送
り

出
し
、
混
成
団
の
新
し
い
歴
史

を
築
い
て
い
く
よ
う
努
力
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

隊
と
し
て
着
実
に
教
育
訓
練
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
混
迷
の
続
く
現
在
の

国
際
情
勢
、
不
透
明
で
不
安
定

な
極
東
ア
ジ
ア
情
勢
や
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
新
た
な
国
内

に
お
け
る
脅
威
等
、
我
が
国
を

取
り
巻
く
環
境
が
常
に
変
化
す

る
中
で
、
自
衛
隊
に
対
す
る
国

民
の
皆
様
の
期
待
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
い
も
の
が
あ
り
、

皆
様
の
期
待
に
応
え
信
頼
さ
れ

る
自
衛
隊
で
あ
る
た
め
に
は
、

我
々
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応

し
て
行
動
し
、
持
続
力
を
発
揮

し
て
任
務
を
完
遂
し
、
結
果
を

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
厳
し

い
時
代
に
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
の
「人
」を
育
て

る
人
材
育
成
の
重
要
な
任
務
を

担
任
す
る
中
部
方
面
混
成
団
は
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
温
か

い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
は
、
春
早
々
の
三
月
末
に
第
一
中
隊
の
部
隊
単
位

で
の
善
通
寺
駐
屯
地
へ
の
移
駐
と
い
う
重
要
な
事
業
を
控
え
、
隊
員

及
び
同
家
族
の
方
々
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
如
く
準
備
を
推
進
致

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
連
隊
は
、
中
部
方
面
混
成
団
唯
一
の
普
通
科
連
隊
と
し
て
、

「即
応
予
備
自
衛
官
」と
「常
備
自
衛
官
」が
一
心
同
体
と
な
り
、
与
え

ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き
、
皆
様
か
ら
「
信
頼
」さ
れ
る
粘
り
強
い
連

隊
の
練
成
に
精
進
致
し
ま
す
の
で
、
益
々
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
皆
様
並

び
に
友
の
会
の
皆
様
に
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
事
と
、
心
か
ら
御
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
友
の
会
に
対
す
る
絶

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
三
月
、
第
二
教
育
団

が
名
称
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
八
月
に
は
新
政
権

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
を

守
る
と
い
う
事
、
国
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
事
に
つ
い
て
は
、

何
ら
変
わ
る
事
は
な
い
と
私
た

ち
は
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
友
の
会
会
員
一
同
、

益
々
団
結
を
し
て
、
今
ま
で
以

上
の
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
中
部
方
面
混
成
団
は
、

今
ま
で
ど
お
り
優
秀
な
隊
員
の

教
育
訓
練
と
躾
教
育
に
邁
進
し

て
下
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
新
た
な
気
持

ち
で
今
年
も
乗
り
切
り
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
そ
し
て
ご
発
展
を
お
祈

り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
共
々
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
創
隊
五
十
周
年
を
迎
え
、
更
な
る
飛
躍
を
期
し
、
教
育
に

邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
教
育
現
場
で
は
、
班
長
等
が
愛
情
と
情
熱

を
持
っ
て
新
隊
員
の
指
導
に
当
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
衛
官
と
し
て

成
長
し
、
前
期
教
育
を
終
え
、
後
期
教
育
部
隊
に
送
り
出
す
風
景
は
、

班
長
と
新
隊
員
の
絆
、
そ
し
て
同
期
の
絆
の
強
さ
を
十
分
に
感
じ
さ

せ
る
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。
教
育
部
隊
と
し
て
の
良
き
伝
統
が
連

綿
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
の
伝

統
を
更
に
充
実
・発
展
す
る
よ
う
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

本
年
も
何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
の
皆
様
、
混
成
団
の
皆
様
並
び
に
ご
家

族
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
大
隊
は
創
隊
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
部
隊
の
歴
史
と

伝
統
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
各
種
訓
練
等
を
通
じ
、
我
々
に
科
せ
ら

れ
た
任
務
の
重
み
と
国
民
の
皆
様
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を
再
認
識

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
教
育
の
質
的
向
上

を
図
り
、
着
実
な
積
み
上
げ
に
よ
り
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
て
、
将
来
の
陸
上
自
衛
隊
の
貴
重
な
戦
力
養
成
の

た
め
、
大
隊
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
は
、
中
国
の
経
済
発
展
・
軍
事
力
増
強
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
、
ア
メ
リ
カ
で
初
の
黒
人
大
統
領
誕
生
、
日
本
で
は
自
民
党
か
ら

民
主
党
へ
政
権
移
譲
、
ま
た
、
経
済
不
況
に
よ
り
、
日
本
で
も
円
高
更

新
が
続
く
な
ど
、
世
界
的
に
大
き
な
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

国
内
外
情
勢
は
不
透
明
で
、
自
衛
隊
へ
の
期
待
も
益
々
多
様
化
し
、

隊
員
に
あ
っ
て
は
、
新
た
な
任
務
へ
の
即
応
や
現
場
に
お
け
る
柔
軟
な

対
応
が
よ
り
一
層
大
切
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
部
方
面
隊
の
基
盤
た
る
陸
曹
の
育
成
を
担
う
第
四
陸
曹
教
育
隊

は
、
任
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
民
の
期
待
に
応
え
得
る
人
材
育
成
に

一
層
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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白熱！団持続走競技
会！！

団
業
務
・
装
備
改
善
提
案
展
示
会
を
実
施
！

全
自
衛
隊
陸
上
競
技
会
で
三
選
手
が
入
賞
！

◎
部
隊
の
部

●
優

勝

第
一
〇
九
教
育
大
隊

●
準
優
勝

第
一
一
〇
教
育
大
隊

◎
個
人
の
部

●
第
一
位

二
曹

片
田

堅
（一
〇
九
教
大
）

●
第
二
位

三
曹

大
杉

哲
也
（一
〇
九
教
大
）

●
第
三
位

三
曹

茂
山

和
生
（一
〇
九
教
大
）

●
第
四
位

三
曹

尾
﨑

祐
介
（一
〇
九
教
大)

●
第
五
位

三
曹

大
谷

宏
史
（四
七
普
連
）

●
優
秀
賞

一
曹

浦
谷

友
章
（一
〇
九
教
大
）

「屋
根
型
覆
い
幕
支
柱
の
改
善
」

団本部 根本３曹

１０９教大 河合３曹

十
月
六
日
、
第
十
三
回
全
自
衛
隊
陸
上
競
技
会
が

体
育
学
校
陸
上
競
技
場
（朝
霞
駐
屯
地
）に
お
い
て

行
わ
れ
、
中
部
方
面
混
成
団
か
ら
参
加
し
た
三
選

手
が
見
事
入
賞
を
果
た
し
た
。

女
子
三
〇
〇
〇
ｍ
走
で
は
、
団
本
部
総
務
科

根

本
光
子
三
曹
が
大
会
新
記
録
の
一
〇
分
二
四
秒
で

第
二
位
、
前
年
第
一
位
の
第
一
〇
九
教
育
大
隊
第

三
一
六
共
通
教
育
中
隊

河
合
智
子
三
曹
は
、
一
〇

分
四
〇
秒
で
第
六
位
と
な
っ
た
。

ま
た
、
男
子
一
五
〇
〇
ｍ
走
・四
十
才
以
上
の
部

で
は
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
第
三
一
五
共
通
教
育

中
隊

泉
田
秀
利
一
曹
が
四
分
二
六
秒
で
第
三
位

に
な
っ
た
。

な
お
、
根
本
三
曹
は
、
競
技
会
で
の
功
績
を
讃
え

ら
れ
て
、
十
一
月
三
十
日
に
中
部
方
面
総
監
か
ら

褒
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

中
部
方
面
混
成
団
（団
長

濵
﨑

哲
郎

一
佐
）は
、
十
一
月
十
四
日
、

饗
庭
野
演
習
に
お
い
て
持
続
走
競
技

会
を
実
施
し
た
。

今
年
度
の
競
技
会
は
、
従
来
の
軽

装
に
よ
る
駅
伝
と
は
異
な
り
、
軽
武

装
（戦
闘
服
、
鉄
帽
、
半
長
靴
、
弾
帯
、

サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
、
水
筒
）で
の
個
人
走

で
行
わ
れ
た
。

各
部
隊
の
代
表
選
手
は
、
演
習
場

内
の
起
伏
の
あ
る
五
㎞
コ
ー
ス
を
、

疲
労
困
憊
に
な
り
な
が
ら
も
必
死
で

駆
け
抜
け
、
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
て
い
た
。

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
第

一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
見
事
に
四
連

覇
を
達
成
し
た
。

ま
た
、
二
十
才
以
下
の
部
～
五
十

才
以
上
の
部
ま
で
、
年
代
毎
の
第
一

位
が
敢
闘
賞
と
し
て
、
団
長
か
ら
表

彰
さ
れ
た
。

中
部
方
面
混
成
団
は
、
十
月
二
十
七
日
、
大
津
駐

屯
地
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
団
業
務
・装
備
改

善
提
案
展
示
会
を
実
施
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
日
常
の
訓
練
・業
務
に
お
け
る

隊
員
の
改
善
意
識
を
向
上
さ
せ
、
隊
務
運
営
の
効

率
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

各
部
隊
の
隊
員
か
ら
の
出
品
数
は
、
四
十
三
件
に

上
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
そ
の
中
の
十
九
件
を

方
面
に
上
申
す
る
と
と
も
に
、
提
案
優
秀
者
に
つ
い

て
は
、
団
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

１０９教大 泉田１曹

業務改善の提案説明を受ける団長

スタート合図を発する濵﨑団長起伏のあるコースを駆け抜ける選手たち

ゴール前、必死のラストスパート団長から優勝旗を授与される１０９教大

優
秀
隊
員
と
し
て
陸
幕
長
招
待
行
事
に
出
席
！

陸
上
自
衛
隊
の
平
成
二
十
一
年
度
優
秀
隊
員
（
三

十
名
）に
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
第
一
中
隊
の
楠

本
祥
治
即
応
予
備
一
曹
が
選
ば
れ
、
十
一
月
十
九

日
に
東
京
・明
治
記
念
館
で
行
わ
れ
た
陸
上
幕
僚
長

招
待
行
事
に
夫
妻
で
出
席
し
た
。

楠
本
即
応
予
備
一
曹
は
、
予
備
自
衛
官
・即
応
予

備
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
、
三
十
日
訓
練
出
頭
を
九

年
連
続
達
成
、
射
撃
・体
力
・内
務
優
秀
を
三
年
連

続
で
受
賞
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、
火
箱
陸
上
幕

僚
長
か
ら
顕
彰
状
と
楯
等
を
授
与
さ
れ
た
。

陸幕長夫妻から顕彰状等を授与される楠本夫妻

４７普連１中

楠本 祥治

即応予備１曹
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第

四

十

七

普

通

科

連

隊

第

一

一

〇

教

育

大

隊

第

四

陸

曹

教

育

隊

第

一

〇

九

教

育

大

隊

◆
第
一
次
連
隊
野
営
訓
練
を
実
施

◆
陸
曹
候
補
生
が
ヘ
リ
ボ
ン
訓
練
を
実
施

◆
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
を
支
援

◆
大
隊
創
隊
五
十
周
年
記
念
行
事
を
祝
う

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

髙
木
一
成

一
佐
）は
、
十
一
月
五
日
、
あ
い
ば
野
演

習
場
に
お
い
て
初
級
陸
曹
特
技
課
程
七

十
九
名
の
ヘ
リ
ボ
ン
訓
練
を
実
施
し
た
。

紅
葉
色
づ
く
あ
い
ば
野
演
習
場
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
フ
ラ
イ
ト
日
和

で
あ
っ
た
。
候
補
生
た
ち
は
三
派
に
分
か

れ
、
約
一
時
間
の
間
隔
で
侵
入
・襲
撃
・

離
脱
の
要
領
を
実
施
し
た
。

実
機
に
よ
る
教
育
訓
練
は
候
補
生
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
皆
緊
張
し

た
面
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
状
況
下
で
の
迅

速
な
搭
載
、
そ
し
て
敵
陣
内
で
の
卸
下

後
の
警
戒
を
確
実
に
実
施
し
、
集
結
後

は
速
や
か
に
目
標
地
域
へ
の
前
進
を
開

始
し
た
。

突
入
班
・射
撃
支
援
班
・離
脱
誘
導
班

に
分
か
れ
た
候
補
生
は
、
連
携
し
た
行

動
に
よ
り
襲
撃
任
務
を
完
了
し
た
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（大
隊
長

松
本

幸
徳

二
佐
）は
、
十
月
三
十
一
日
、
善

通
寺
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
創
隊
五

十
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。

行
事
は
、
多
数
の
来
賓
・隊
員
家
族
の

出
席
の
も
と
、
記
念
式
典
、
第
十
四
音

楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
、
祝
賀
懇
親
会

の
順
で
執
り
行
わ
れ
た
。

記
念
式
典
に
お
い
て
大
隊
長
は
、
全
隊

員
に
対
し
て
「教
育
者
・教
育
部
隊
と
し

て
の
誇
り
と
自
信
の
保
持
、
諸
先
輩
方

が
築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、

将
来
の
陸
上
自
衛
隊
を
担
う
『真
に
役

立
つ
隊
員
』『あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
で

き
る
隊
員
』の
育
成
を
目
標
に
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
」を
強
く
要
望
し
た
。

祝
賀
懇
親
会
で
は
、
大
隊
の
協
力
団

体
で
あ
る
教
友
会
会
員
、
Ｏ
Ｂ
及
び
基

幹
隊
員
が
参
加
し
、
各
中
隊
の
余
興
や

昔
の
思
い
出
話
等
で
盛
り
上
が
り
、
最

後
は
大
隊
歌
の
全
員
合
唱
と
万
歳
三
唱

で
締
め
く
く
り
、
創
隊
五
十
周
年
記
念

行
事
は
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊
長

山
口

卓
二

二
佐
）は
、
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協

力
本
部
の
依
頼
を
受
け
、
十
一
月
五
日

か
ら
十
一
日
ま
で
の
間
、
大
津
駐
屯
地

近
隣
の
唐
崎
中
学
校
二
年
生
八
名
の
職

場
体
験
学
習
を
支
援
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
基
本
教

練
、
宿
営
訓
練
及
び
野
外
衛
生
等
の
各

種
訓
練
体
験
に
驚
き
と
興
味
を
持
っ
て
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

特
に
、
今
津
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た

戦
車
試
乗
に
お
い
て
は
、
大
変
な
興
味

を
持
ち
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
る
く

ら
い
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
た
。

こ
の
五
日
間
の
職
場
体
験
学
習
で
は
、

中
学
生
に
対
す
る
規
律
心
・団
結
心
と

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
・親
近
感
を
醸

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ＵＨ－１機から展開する陸曹候補生たち

７４式戦車の試乗に興奮する中学生たち

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（連
隊
長

谷
川
拓
美

一
佐
）は
、
十
月
十
三
日
か

ら
十
七
日
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お

い
て
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
連
隊
野

営
訓
練
に
三
五
三
名
（常
備
自
衛
官
一

四
一
名
、
即
応
予
備
自
衛
官
二
〇
四
名
、

支
援
部
隊
八
名
）を
参
加
さ
せ
、
Ｍ
二
四

対
人
狙
撃
銃
射
撃
、
〇
一
式
対
戦
車
誘

導
弾
射
撃
、
軽
装
甲
機
動
車
発
射
発
煙

弾
射
撃
、
手
榴
弾
投
擲
及
び
基
礎
爆
破

訓
練
を
実
施
し
、
所
望
の
成
果
を
収
め

て
終
了
し
た
。

十
六
日
に
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用

企
業
主
等
（二
十
一
名
）の
射
撃
訓
練
研

修
を
実
施
し
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
主
の

方
か
ら
「即
応
予
備
自
衛
官
の
命
令
・
号

令
に
応
じ
た
厳
正
か
つ
規
律
あ
る
行
動

を
目
の
辺
り
に
し
て
、
即
応
予
備
自
衛

官
制
度
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
は
即
応
予
備
自
衛

官
が
年
間
三
十
日
出
頭
を
達
成
で
き
る

よ
う
積
極
的
な
協
力
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。
」と
言
う
所
見
を
頂
い
た
。

射撃訓練を研修する企業主等 ０１式ＡＴＭの発射の瞬間！

体育館における記念式典の模様
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年
男
・
年
女

新
年
の
抱
負

イ
ラ
ス
ト

イ
ラ
ス
ト

大
津
駐
屯
地
曹
友
会
が
養
護
施
設
を
慰
問

大
津
駐
屯
地
創
設
五
十
周
年
記
念
に
人
文
字

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

体

験

搭

乗

実

施

大
津
駐
屯
地
（司
令

濵
﨑
哲

郎

一
佐
）は
、
十
月
十
一
日
、

大
津
祭
曳
山
（ひ
き
や
ま
）連
盟

の
依
頼
を
受
け
、
大
津
祭
の
曳

山
巡
行
を
支
援
し
た
。

大
津
祭
は
湖
国
三
大
祭
の
一

つ
で
、
約
三
七
〇
年
の
歴
史
が

あ
り
、
十
三
基
の
曳
山
が
大
津

駅
前
の
市
街
地
を
一
日
中
巡
行

す
る
。

参
加
し
た
四
十
名
の
隊
員
は
、

約
四
万
人
の
見
物
客
が
見
守
る

中
、
爽
や
か
な
秋
空
の
下
で
二

基
の
曳
山
を
巡
行
し
、
盛
大
な

大
津
祭
を
市
民
と
と
も
に
汗
を

か
い
て
満
喫
し
た
。

大
津
駐
屯
地
は
、
十
一
月
八
日
、

駐
屯
地
に
お
い
て
、
協
力
者
に
対

す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗

を
、
第
三
飛
行
隊
の
支
援
の
も
と

実
施
し
た
。

十
五
名
の
参
加
者
た
ち
は
、
初

め
て
体
験
す
る
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
搭
乗
と
、
上
空
か
ら
見
る

京
都
・大
津
市
の
素
晴
ら
し
い
景

観
に
大
変
感
動
し
て
い
た
。

大
津
駐
屯
地
は
、
十
二
月
二
十
一
日
、
大
津
駐
屯
地
創
設
五
十
周

年
を
記
念
し
、
本
部
庁
舎
前
に
人
文
字
を
つ
く
り
祝
っ
た
。

１０９教大 ３１４共中
３曹 田中 優子

１１０教大 ３１４共中
曹長 田渕 泰良

今
年
は
、
人
生
二
度
目
の
年

女
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
に
入
隊
し
、
去

年
七
月
に
陸
士
の
頃
憧
れ
て
い

た
三
曹
の
階
級
章
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
一
ヶ

月
後
の
八
月
に
大
津
へ
転
属
し
、

予
備
自
衛
官
補
の
教
育
を
す
る

な
ど
、
新
し
い
経
験
が
詰
ま
っ
た

年
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
の
抱
負
は
、
去

年
の
経
験
も
活
か
し
、
「日
々
精

進
」「生
涯
修
業
の
身
」の
二
つ

を
掲
げ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

や
ら
ず
に
後
悔
す
る
よ
り
、

や
っ
て
後
悔
し
た
方
が
自
分
の

成
長
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
こ
で
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
常
に
前
向
き
に
、
そ
し
て
自

信
を
も
っ
て
予
備
自
衛
官
補
、

新
隊
員
に
指
導
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た

年
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
で
つ
い
に
四
回
目
の
年
男

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
所
の
子
供
か
ら
お
じ
さ
ん
と

い
わ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
成
人

病
検
診
を
受
け
れ
ば
雨
マ
ー
ク

が
多
く
な
り
、
食
べ
る
も
の
も

自
然
と
い
ろ
ん
な
も
の
を
食
べ

る
よ
う
に
気
を
遣
い
、
自
分
の

体
を
労
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も

り
で
し
た
が
、
体
が
つ
い
て
行
き

ま
せ
ん
。
こ
の
間
も
坂
道
を

フ
ー
フ
ー
言
い
な
が
ら
自
転
車

を
こ
い
で
い
た
ら
隣
の
お
爺
さ

ん
に
笑
わ
れ
て
、
な
ぜ
か
と
て

も
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
人
生
の
要
と
な
る
大

切
な
年
。
物
事
を
広
い
視
野
で

見
て
、
何
が
起
き
て
も
対
処
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
正
し
く
判

断
す
る
実
行
力
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
前
に
隣
の
お
爺
さ
ん
に
笑

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
体
を
鍛
え

直
し
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

ＵＨ－１機に搭乗する協力者

副団長・大谷１佐も引き手で参加

４曹教 管理科
２曹 林 宏二

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

私
も
第
四
陸
曹
教
育
隊
に
来
て

早
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
今
で
は
七
歳
の
息
子

と
三
歳
の
娘
に
恵
ま
れ
、
仕
事
・

家
庭
と
も
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
職
務
に

対
す
る
熱
意
を
よ
り
一
層
掻
き

立
て
、
部
隊
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

陸
曹
候
補
生
等
の
教
育
に
直

接
携
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
学
生
等
が
充
実
し
た
教
育

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
管
理
科
員

と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
曹
教
に
教
育
支
援
し
て
下

さ
る
各
部
隊
の
皆
様
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

大

津

祭

の

曳

山

巡

行

を

支

援

大
津
駐
屯
地
曹
友
会
（会
長

多
田
明

曹
長
）は
、
十
二
月
七

日
、
大
津
市
内
に
あ
る
児
童
養

護
施
設
「小
鳩
の
家
」と
「小
鳩

乳
児
院
」を
慰
問
し
た
。

こ
の
慰
問
活
動
は
、
曹
友
会
が

毎
年
十
二
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
実
施
し
て
お
り
、
平
成
三
年

か
ら
続
い
て
い
る
。

参
加
し
た
二
十
四
名
の
隊
員

た
ち
は
、
樹
木
の
剪
定
、
自
転

車
の
整
備
、
庭
の
清
掃
等
を
実

施
し
、
施
設
関
係
者
か
ら
感
謝

さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
活
動
は
、
翌
朝
の

京
都
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

慰問に参加した隊員と施設の子供たち

４７普連 本管中
３曹 中尾 匡壽

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
二
〇
一
〇
年
は

「寅
年
」で
す
。
私
に
と
っ
て
自
分

の
干
支
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
愛

着
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
時

の
経
つ
早
さ
に
郷
愁
を
感
じ
る

複
雑
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
十
二
年
の
区
切
り
を
迎

え
て
私
は
ま
ず
、
自
分
の
両
親

を
初
め
と
す
る
人
達
と
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
国
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
「恩

返
し
せ
ね
ば
」と
も
考
え
て
い
ま

す
。今

ま
で
三
十
六
年
間
生
き
て

き
ま
し
た
。
そ
の
内
の
十
年
間

は
自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
て
き

ま
し
た
。
他
の
私
の
同
期
生
に

比
べ
て
も
幸
せ
な
人
生
を
生
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
自
身
は
他
の
人
を
幸
せ
に
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
節
目
を

転
機
と
し
、
恩
返
し
を
兼
ね
て

人
の
本
当
の
幸
せ
を
考
え
、
そ

し
て
、
そ
の
事
に
力
を
尽
く
そ

う
と
思
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト

駐屯地所属隊員でつくった「５０」と「オオツ」の人文字


